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Abstract– Research Institute of Science and Technology for Society (RISTEX) promotes R&D aims
to solve social issues, by funding R&D and also by conducting own surveys. As the name sug-
gests, RISTEX is focused on R&D to realize ‘Science and Technology for Society,’ and has been
encouraging the integration of natural sciences and social sciences and humanities (SSH), as well
as transdisciplinary research (TDR), to ensure the production of appropriate knowledge and its use
for solutions actually useful to the target fields. RISTEX has run a funding scheme dedicated to the
Future Earth initiative from 2014 to 2019, in which such interdisciplinary and transdisciplinary ap-
proaches were the essential characteristics of R&D. In addition, it has been conducting surveys and
networking relevant people as post-funding activities to explore diverse ways for funding agency to
support TDR.
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1. はじめに

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）は，
科学技術・イノベーション基本計画の中核的な役割
を担う機関であり，科学技術の振興と社会課題の解
決のために，国内外の大学・研究機関・産業界と連
携した多様な事業を総合的に実施している．JSTの
一組織である社会技術研究開発センター（RISTEX）
は，社会問題の解決に向け，多様な学術知や課題を
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抱える関与者の知を総動員するアプローチにより，
公募型の研究開発とセンター独自の調査研究活動
の二本柱で取り組みを進めている．この一環とし
て，2014年から 2019年まで，フューチャー・アー
ス構想の推進事業として公募事業を行い，トラン
スディシプリナリー（TD）研究1の推進を図った．
令和 2年度以降は，そのフォローアップや TD研究
の動向調査を通じ，より幅広く TD研究の支援策を
模索している．また，こうした活動のなかで得ら
れた参加者のつながりを，今後の TD研究の土壌と
していくためのネットワーキングにも力を入れ始
めている．横幹連合とは，とりわけ昨年度開催し

1. 「超学際研究」とも訳されるが，学際性と共創性のいずれの特徴も
もつものとして「学際共創研究」と表現したほうが適切であるとい
う指摘もある [1]．
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たネットワークイベント等を通じ，TD研究支援と
いう目的を共有している．

2. RISTEXにおけるフューチャー・アース構
想の推進事業

フューチャー・アース Future Earth（以降，FE）
は，2012年にブラジル，リオデジャネイロにて開催
された国連・持続可能な開発会議（Rio＋ 20）にお
いて提唱された構想で，2015年より本格始動した
10年計画の国際的な地球環境研究プログラムであ
る．人類が文明の高度化と共にもたらした地球環
境への甚大な影響は，地球温暖化，環境汚染，それ
に伴う生態系の変化など，「人新世」Anthropocene

とも表現される時代を形成し，地球システムを大
きく変化させてきた．この状況に立ち向かうには
分野や地域単位の取り組みでは十分でないという
認識のもと，地球システムを統合的に理解し，その
維持に向けて取り組むこと，そして，人類がめざ
すべき持続的な未来の地球社会を実現することを
目的として立ち上げられた国際研究ネットワーク
が FEである [2]．国際科学会議 (ICSU)や国際社会
科学評議会 (ISSC)といった科学者コミュニティだ
けでなく，国際連合教育科学文化機関 (UNESCO)，
国連環境計画 (UNEP)等の国連機関，研究助成を担
うベルモント・フォーラムと，多様な組織の連合
体として発足した．吉川によると，国際科学会議
（ICSU）には「ICSUファミリー」と呼ばれる，具
体課題に取り組む学際的グループが多数あるが，専
門性の高さから細分化しがちであったことへの対
応策として，これらを統合し，より全体的な提案
を生み出そうとした考え方に FEの源流があったよ
うである [3]．複雑で解決が困難な地球規模の環境
問題に対し，実効果のある研究成果を創出するた
め，FEは当初より，自然科学と人文・社会科学の
連携，そして，研究成果の直接・間接的なステー
クホルダー（国際機関，各国の中央及び地方政府，
研究助成機関，国際協力・開発援助機関，産業界，
市民社会，メディア等）との協働に基づく研究の
co-design，co-production，co-deliveryによる知の共
創，すなわち TD研究の重要性をうたっている [4]．
「共通の目標を達成するために，さまざまな学問分

野の学術研究者と学術以外の参加者が一体となっ
て，新しい知識と理論を共創する」 [1]トランス
ディシプリナリティは FEの新規性と位置づけられ
うるもので，「現実社会が求める科学的知識を適確
に提供することを担保するため」のアプローチと
して期待されてきた [5]．
こうした挑戦的な目標を掲げ 2015 年より研究
活動を推進してきた FEは現在，地球環境課題に
関連する多様な専門分野における研究に従事する
19の「グローバル研究プロジェクト」Global Re-

search Projectsと，8の「知と実践のネットワーク」
Knowledge-Action Networks（KAN）から成る 27の
国際研究ネットワーク，日本を含む 9カ国におけ
る国際事務局ハブ，20の国内・地域ネットワーク
を展開している [6]．

RISTEXは FEの取り組みの一環として 2014年
度より 2019年度まで「フューチャー・アース構想
の推進事業」の研究公募を，「調査研究」と「研究
開発」の二つの枠組みで実施した [7]．調査研究の
枠組みでは「日本が取り組むべき国際的優先テーマ
の抽出及び研究開発のデザインに関する調査研究」
（調査研究期間：2014年度～16年度，研究代表者：
谷口真人）を採択し，FEで扱うような，持続可能
な地球環境研究に関して，日本がその「強み」を活
かし，アジア及び世界においてイニシアティブを
発揮できる国際的優先テーマ群を探索，TD研究と
して取り組むべきテーマ群を特定し，『日本におけ
る戦略的研究アジェンダ』Japan Strategic Research

Agenda (JSRA）2016をまとめた [8]．また，研究開
発の枠組みにおいては，まず 2014年度から 16年度
に，TD研究として推進すべき研究開発の可能性調
査（FS）として多数のプロジェクトを採択し，それ
らを対象として，2016年度および 17年度に，本格
研究プロジェクトとして計 2件を採択した．2016

年度採択プロジェクトの「環境・災害・健康・統治・
人間科学の連携による問題解決型研究」（研究開発
期間：2016年度～19年度，研究代表者：矢原徹一）
では，環境科学，災害科学，健康科学，統治科学，
人間科学それぞれの分野において，国内及びアジ
ア各国をフィールドとした TD研究が実施された．
そしてこれらの成果の統合，一般化により，持続可
能性を高めるような社会変革の方法論として「決
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断科学」という構想が提案された2 ．2017年度採
択プロジェクトの，「貧困条件下の自然資源管理の
ための社会的弱者との協働によるトランスディシ
プリナリー研究」（研究開発期間：2017年度～19年
度，研究代表者：佐藤哲）では，「生活圏における
対話型熟議」Dialogic Deliberation in Living Sphere

(DIDLIS)という対話と熟議の手法を用いて，マラ
ウィ，タイ，インドネシアなど様々な国で，暮らし
のなかにある「知恵」をもちいてイノベーションを
生み出している地域の「イノベーター」たちとの共
創より，貧困層が依存する自然資源の持続可能な
管理と活用を支援した．そして，このような地域
発の「内発的イノベーション」事例を集めたツール
ボックスの構築，分析を実施した [10]．

3. TD研究に関する動向調査等について

公募事業終了後は，本格研究プロジェクトおよ
び一部の FSについて詳細なフォローアップ調査を
実施し，さらに地球規模課題に関する TD研究の動
向調査や，TD研究の推進に資するエビデンスの構
築に向けた分析等を展開している．

2020年度には，前述の「日本における戦略的研
究アジェンダ（JSRA）」で示された「日本が今後
取り組むべき 10テーマ」を活用し，実際に日本に
「強み」があると考えられる研究課題の分析を試み
た [11]．ここでは第 11回科学技術予測調査（デル
ファイ調査）[12]を用いて，702の科学技術トピッ
クより地球規模課題の解決・改善に潜在的に寄与
すると思われる 346件を抽出し，その一つひとつ
を JSRAの 10テーマ3に紐付ける作業をした．そし
て，デルファイ調査で専門家に提示した二つの質
問項目「重要度（30年後の望ましい社会を実現す
る上で，日本にとっての現在の重要度）」と「国際
競争力（現在の日本が置かれた国際競争力の状況）」
に関する回答を，トピックごとに数値化しプロッ

2. 本プロジェクト及び九州大学決断科学大学院プログラムの成果は
以下の英文書籍にまとめられている [9]．

3. 「食料の持続的な生産・加工・流通・消費」，「温暖化の予測・影響・
適応・緩和」，「生物多様性と生態系保全」，「地球環境の変化がもた
らす健康への影響」，「持続可能なエネルギー／資源の開発・アセス
メント・管理・イノベーション」，「持続可能な地域社会」，「都市と
農村の相互依存」，「社会経済の発展と環境保全の両立」，「環境と文
化，ライフスタイル，価値」，「リテラシー・対話・意思決定」の 10
テーマ．

トした．すると，JSRAテーマのクラスターとも呼
べそうなものが見られた．例えば，「都市と農村の
相互依存」に紐付けられた科学技術トピック（局地
豪雨等の予測，河川堤防の変状等の復旧等）は，重
要度と国際競争力が共に高い位置でクラスターと
なっており，これらのトピックに関する研究におい
て日本の強みが発揮される可能性が示唆されてい
る（Fig. 1参照）．この試みは，TD研究の学際的特
徴を見据え，まず自然科学に関するトピックの洗
い出しをしたものであり，ただちに「日本の TD研
究の強み」と言い切れるものではないが，学際的，
国際的な研究を推進するうえで有用な情報である
と考えられる．

2021年度には，人文・社会科学研究の研究成果
やステークホルダーとの共創といった，活用しや
すいデータが存在していないために，数値化しづ
らい研究の評価に関する議論のレビューや，TD研
究実施者へのインタビュー調査，新型コロナウイ
ルス感染症のパンデミックや SDGsの浸透を背景
として顕在化している地球規模課題や取り組みの
調査などを実施した [13]．この作業のなかで，日
本学術会議における人文・社会科学系研究の成果
の整理 [14]や，EUにおける「生産的な相互作用」
[15]の考え方，さらにベルモント・フォーラム4の
国際共同研究において研究代表者を務めた研究者
へのインタビュー結果も取り入れ，研究開発の成
果・インパクトの多様さや幅広さを描いた．そし
て，一般に学術的成果とみなされているものだけで
なく社会インパクトも研究実績と位置づけること
の重要性や，研究者とステークホルダー間のネッ
トワーク構築・保持も重要な研究活動であり成果
であること等を示した．とりわけ TD研究は，その
デザインから成果実装まで，ステークホルダーと
共創することを特徴とするため，学術以外の成果
やインパクトをいかに適切に評価するかが支援の
鍵となることが一層明らかとなった．
こうした認識のもと，2022年度にはTD研究の成
果可視化の試みとして，統計数理研究所が開発した
多様性指標Research Diversity Index（REDi）と質的

4. 地球の環境変動に関する研究を支援する世界各国の研究支援機関
や科学組織の集まりで，JSTもそのメンバー．フューチャー・アー
スと連動し人類社会の持続可能性を阻む重大な障害を取り除くた
めに必要な環境関連の国際共同研究を推進するファンディング事
業を展開している．https://www.belmontforum.org/
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Fig. 1: Mapping of the Strength of Japanese Research Using the Japan Strategic Research Agenda (JSRA).

評価枠組みQuality Assessment Framework（QAF）
[16]の活用を検討した．REDiは研究成果の学際性
を可視化する指標であり，直接 TD研究の特徴を可
視化するものではないが，TD研究の学際的側面を
数量的に見せるツールとなり得ること，QAFはTD

研究の特徴を詳細に評価していく枠組みであり，複
数名の評価者による厳密な評価体制が求められる
が，これを大幅に簡易化しても，多様な TD研究
の特徴をある程度見せることが可能であることが
示された．こうした調査・検討は今年度も継続し，
TD研究に特徴的な成果を可視化する工夫を重ねる
予定である．

TD研究においてネットワークの構築・維持が重要
であることは，上述の通りである．そこで，RISTEX

における FE構想の推進事業に関わった多様な TD

研究実施者のつながりも大切にすべきではないか
という意識から，2022年度には RISTEX・FE同窓
会を開催した．新型コロナウイルス感染症流行下
であったためバーチャル開催となったが5，公募終
了 3年目というタイミングで，アドバイザーや研
究代表者，若手研究者などが集い，情報共有や意
見交換が行われ，小規模ながら興味深いイベント
となった．そして，これは公募事業終了後のファ

5. oVice（https://www.ovice.com）を使用し，ピクニック広場
のようなバーチャル空間で開催した．

ンディング・エージェンシーにも，既存のネット
ワークに基づく，研究資金の配分以外の研究支援
が可能であることを示唆する事例となった．この
ネットワークを，TD研究に携わる，あるいは関心
をもつ，より多くの人びとに開き，研究機会に関
する情報共有，研究成果の発信や評価手法試行な
ど，これからの TD研究を支援するような場に育て
ていくため検討を進めているところである．
他方，「TD研究」という言葉自体が，まだ広く理
解されているに至っていない．そこで，令和 4年度
中には，TD研究とは何かをわかりやすく伝えるポ
スター，パンフレット，動画も作成している [17]．

4. 「社会技術」と TD研究

上記のフューチャー・アース推進事業を基盤と
する TD研究支援に限らず，実は RISTEXが掲げ
る「社会技術」にもトランスディシプリナリティの
要素がある．社会技術とは，「自然科学と人文・社
会科学の複合領域の知見を統合して新たな社会シ
ステムを構築していくための技術」，あるいは「社
会を直接の対象とし，社会において現在存在する，
あるいは将来起きることが予想される問題の解決
を目指す技術」と定義できる [18]．社会技術の英
語訳が Science and Technology for Societyであるこ
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とからも明らかであるとおり，RISTEXにおける社
会技術研究開発は，「社会のため」となること，よ
り具体的には，社会問題の解決を，その実装まで見
据えて展開する研究開発であることに主軸をおく．
社会問題は，我々の住む複雑な社会のなかで多様
な要素が絡み合い生じ，動的に変化しながら顕在
化したり，ときに社会構造のなかに根を下ろし見
えづらくなったりもする．そのような，複雑な社
会の問題に対峙するには，特定の学術分野におけ
る専門知だけでなく，複数の分野の専門知，分野を
またがる新たな知，そして何より，問題に対峙し続
けている人々の知を用いて，問題の理解を試み，ど
のような解決策をデザインすべきかを検討し，実
装可能なかたちで開発していくことが求められる．
つまり RISTEXが推進する研究開発には，学際的
アプローチと，社会のステークホルダーとの共創
的要素を求めるものが多く，ゆえにその特徴のひ
とつとしてトランスディシプリナリティを位置づ
けることができる．

RISTEXセンター長・小林傳司は，社会課題解
決を求める研究におけるトランスディシプリナリ
ティの重要性をあらためて説く．すなわち，トラ
ンスサイエンス，VUCA6，やっかいな問題wicked

problems，システミック・リスクなど，今の社会が
抱える問題を示す用語は，それぞれの出自は異な
るものの，不透明で不確定，曖昧でつかみどころ
なく，明確な解決策が見えづらいといった特徴を
表している点で共通しており，いずれもその解決
に向けた取り組みには，記述的 descriptiveな分析
や規範的 normativeな理論だけでなく，解決という
目的をしっかり見据えた処方的 prescriptiveな複合
的学術アプローチが必要だという．このようなア
プローチはおのずとトランスディシプリナリーで
あり，科学技術イノベーション政策の文脈でいえ
ば「総合知の活用」につながるだろう．FE構想の
推進事業における TD研究支援と RISTEXにおけ
る社会技術研究開発は，このように地続きの事業
であるといえる．

6. volatility, uncertainty, complexity and ambiguity

5. おわりに

本稿では RISTEXにおける FE構想の推進事業，
そして社会技術研究開発におけるトランスディシ
プリナリティについて紹介した．各研究の紹介や
調査報告書，資料などは RISTEXのウェブサイト
に掲載しているので，ご一読いただければ幸いで
ある．また，TD研究のネットワーク等に関する試
みについても，ご関心をお持ちのかたにはぜひお
声がけいただきたい．
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